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ここで,MkはM(y)のフーリエ成分で,Mo -1と規格化してあるとす.るO (19)は pkを定
める式｡気体 regimeでは, pk…… とする｡これから,全 kink数のゆらぎ (k-0)の2乗
平均が,初期に∝ とにて増大し,最大値を経て,♂ (β*)の負帰還の効果で終期には速やかに
ゼロにゆくこと,又, (18)の逆変換で得られる空間相関には,着目するkinkから距離
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